








　2018 年 7 月 2 日、東京基督教大学（以下「TCU」と略す）では大学改革のコン
セプトとして「Stand in the Gap 破れ口にキリストの平和を」を定めた。それは、
神と人、人と人、あらゆる破れ口に立って下さるキリストにあって「破れ口にキリ
ストの平和をもたらす人」を育成したいという願いが込められている。
　周知のとおり、我が国の 65 歳以上人口は 3000 万人を超え、2042 年には 3900
万人となるなど、高齢者の人口割合は増加し続けると予想されている。このような






























































ある「ケア」の意味を次の 3 つに分類している 3。①もっとも広義なものとして「配




















































































































































あたたまる介護』11 より、訪問介護の 33 事例をＭ－ＧＴＡ 12（修正版グラウンデッド
･ セオリー ･ アプローチ）手法により分析したものである。










10　奥野洋子 ･ 萬羽郁子 ･ 青野明子 ･ 東賢一 ･ 奥村二郎「対人援助職のストレス体験が１年後の自




12　M-GTA とは、1967 年にグレイザーとストラウスによって提唱されたグラウンデッド ･ セオ
リー ･ アプローチの基本特性を基に、実施しやすいように木下によってまとめられたものであ







なり（概念 33-38）、消極的 ･ 否定的な気持ちも積極的 ･ 前向きに変化している（概
念 33-37）。











[11 喜び ･ 幸せを願う気持ち］
　事例の対象は高齢者なので、今後（終末）に対する不安や心配（概念 51-52）、
また突然の死という別れや悲しみが訪れている（概念 53-55）。
[12 成果 ･ 学び ･ 気づき ･ 考えの転換 ]
　この段階に至るまでの関わりによって、介護スキルが向上（概念 56、58）し価
値観が転換している（概念 57）。





者（概念 13-17、23-25、30-32）が最終ステージの [15. 未来への希望 ] へと到達
した者は 17 事例中 11 件みられたことである。この最終ステージに到達した者は、
33 事例中 16 事例なので、利用者に対する好印象や安堵感などのプラスイメージか
ら介護業務を続けてきた者よりも確立としては高い。すなわち、奥野らが述べたよ
うに、たとえ利用者とのかかわりで困難が続いていたとしても、それを乗りこえる
ことによって [14. 成長 ] や [15. 未来への希望 ] へと繋がるのである 13。
　では、成長とはどのようなものなのだろうか。キーガンは大人の知性には環境順
応型知性（ソーシャライズド ･ マンド）、自己主導型（セルフオーサリング ･ マイ
ンド）、自己変容型（セルフトランスフォーミング ･ マインド）という 3 段階があ
ると述べている 14。
13　中澤秀一「介護福祉士の魅力を探る―実践過程で得られるもの」（『介護福祉教育』20(2)･ 通巻
第 39 号、日本介護福祉教育学会、2015 年、53-64 頁）
























































門的」･「職業的」意味を持つ介護業務 18 は「配慮 ･ 気遣い ･ 関心」や「世話」と違い、
利用者の自己実現を目指すために行うものである。この点において、環境順応型知








































































①働きがいのある仕事と思ったから 52.6 52.2 52.4 50.1
②資格 ･ 技術が活かせるから 36.2 35.8 38.3 35.5
②今後もニーズが高まる仕事だから 35.3 34.1 31.9 29.0
①人や社会の役に立ちたいから 32.0 31.8 31.5 29.7
②お年寄りが好きだから 25.6 24.1 24.2 22.9
②介護の知識や技術が身につくから 24.3 23.3 23.0 20.0
③ 自分や家族の都合のいい日（時間）に働ける
から
16.0 16.1 17.7 16.0
②身近な人の介護の経験から 16.5 16.1 15.5 14.1
②生きがい社会参加のため 15.0 14.7 14.5 12.9
③他によい仕事がないため 10.1 10.0 10.7 10.5
③給与等の収入が多いから 3.9 4.2 5.1 4.8
特に理由はない 3.1 3.3 3.3 3.9
その他 4.7 4.7 5.4 5.2




































































22　村山昇『“働く”をじっくりみつめなおすための 18 講義』朝日香出版社、2007 年、56 頁
23　村山、前掲書、58 頁
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表4　働く動機の分類
?????
・人間的に成長できる
・いろいろな人に出会える
・自信がつく
・知識・経験が身につく
・真理の探究が面白い
・技能を磨くことができる
・技術を使っていること自体が楽しい
・ これは社会的使命を背負った仕
事である
・ この仕事で困っている人々を救
うことができる
・ その仕事は世の中を変化させる
可能性がある
・お客さんの喜ぶ顔がみたい
・ その仕事の内容は自分の子ども
に良い影響を与える
・ このチームの一員として貢献し
たい
?????
・就職に有利な仕事だから
・周辺からの信頼が得られる
・カッコよく見られる
・有名になれる
・昇進・昇格できる
・特別ボーナスがもらえる
・給料が上がる
・それをやらないと叱られる
・ 基本給がその額を下回らないなら、働い
てもいいかな
・清潔で快適なオフィスが気に入っている
・職場の気楽な人間関係
・有名な大企業でつぶれなさそうだから
出典：村山昇『“働く”をじっくりみつめなおすための 18 講義』
　さて、表 4 は働く動機を分類したものだが、村山は、利他的で内発的動機から仕
事を選んだ者ほど働きがいや夢／志を発生させるので、自己実現へと向かい、利己
的で外発的動機から仕事を選んだ者ほど自己実現とは反対の方向へ向かうとしてい
る 24。このことからすると、介護職員の 50％以上である「働きがいのある仕事と思
ったから」「人や社会の役に立ちたいから」などの理由で介護の仕事を選んだ者が
専門的 ･ 職業的ケアの姿（求められる介護福祉士像）を目指して介護問題にかかわ
っていくと、何らかの形で自己実現へと向かえる可能性が高いといえる。一方、「ほ
かに良い仕事がなかった」や「都合のよい時に働ける」などの理由で介護の仕事に
24　村山、前掲書、59 頁　
利己的動機 利己的動機
自己に向かう
内に感じる
他者に向かう
外に開く
???
???
??
??
働
き
が
い
・
夢
／
志
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就いた 10％程度は短期間で離職したり自己実現とは反対方向を向いてキャリアを
歩むことになるだろう。
9　おわりに
　本研究では、介護問題の破れ口に立つことによって得られるものについて述べて
きたが、そのために心に留めておくべきことは、利己的動機ではなく利他的に問題
を解決するという想いを持つことが非常に重要だということである。このことによ
り、第 1 に、破れ口に立つことは鬱やバーンアウトなどの心理的、精神的リスクが
伴いやすいが、困難を乗りこえると成長や自己実現へと向かえる可能性がある。そ
れは、義務感や自己犠牲という考え方か、または自分も楽しんで行うかで大きな
分かれ目となるが、「楽しいから人のために介護をする」という思いや周囲からサ
ポートを遠慮せずに受けることは精神的リスクに対する強力な特効薬となるのであ
る。
　第 2 に、みんなの幸せのために高い成果を出すことを目的とすると、心の健康や
人生の成功へと向かえる可能性が高くなりやすいということである。「求められる
介護福祉士像」の資質は、利他の利益のために業務にかかわるということを暗に示
しているが、介護職員の 50％以上は「働きがいのある仕事と思ったから」「人や社
会の役に立ちたいから」などの動機から現在の仕事に就いている。したがって、日々
の業務ではこの 2 点が忘れ去られないかぎり、何らかの形で自己実現へと向かえる
可能性は高くなるのである。
　以上、介護問題の破れ口に立つということは、負の連鎖の中でもがき苦しみなが
ら業務を行わなければならないということではなく、目標ややりがいのある人生に
向かえる可能性を秘めているということである。ただし、高い倫理性の保持や命の
尊さに対する価値観を常に磨いておくには、日々の教育や指導や訓練が必要なのは
明らかである。また、福祉分野の専門職団体の倫理綱領には拘束力がなく、また培
われてきた価値観は教育や訓練などを行ってもなかなか変えられないことは明らか
である。ということは、如何に自分のなかに志や想いを保ち続けられるかが重要に
なると思われる。
